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構成（順不同）

１　mita/no/ie@send/aida

　　（カルチュラルタイフーン仙台ワークショップ）
学会　　 カルチュラルタイフーン仙台
会場
せんだいメディアテーク（宮城県仙台市）
日程
2008年6月28日（土）、29日（日）　
参加者　　参加ゼミ学生30人、ワークショップ参加者40名
概要
「カルチュラルタイフーン」とは文化研究を主題とするトランスナショナルな学会で、２００３年度より毎年開催され、今年は仙台市せんだいメディアテークで６月２８日、２９日に行われました。今回のテーマは「空／間」です。そこで、三田の家が様々な境界を越えるオルタナティブな空間であることのプロモーションと、身体と外界の境界を越えるTシャツペイントのワークショップをおもに岡原研究会のメンバーによって行いました。タイトルは「仙台だ」と「間に送る」をかけたものです。学部学生が国際学会に参加する機会として、そして学生たちの表現活動として、学術活動の新たな形式の模索として本企画は位置づけられます。

6月２８日午前に仙台に到着後、準備開始。午後からワークショップ開始。２９日は朝から夕方まで開催。ワークショップはカルチュラルタイフーン仙台大会における展示パフォーマンス部門として行われました。（http://www.cultural-typhoon.org/hp/j-workshop/index.html）。
三田の家の紹介宣伝活動を行う一方で、来場者に向けてフリーペイントのワークショップを行いました。無地のTシャツ（三田の家のロゴマークを小さくプリントいれてあります）にアクリル絵具で自由に描いてもらう、別名「感情Tシャツ」ワークショップです
２　みたでカンタービレ（第一回、第二回、第三回）
会場
三田の家
日程
第一回2007年6月29日（金）、第二回2007年10月26日（金）、第三回2008年12月19日（明日）　
参加者　　学生および地域の方々が各回平均で50名ほど
概要     「学生やご近所さん、お勤め帰りのサラリーマンやOLが、ちょっと立ち寄って演奏を聴ける、アット「ホーム」な空間で開かれる小さな音楽会のこと。当日の「三田の家」への出入りは自由。飲み物や軽食（1人500円で1ドリンク＆軽食）も用意して訪れる人をおもてなしします」をキャッチフレーズにして、岡原研究会がプロデュースする三田の家コンサート。第一回は慶應義塾マンドリンクラブ、第二回は慶應義塾大学邦楽サークル竹之会が演奏者として招かれました、第三回はボイスパフォーマーの中ムラサトコさんがいらっしゃいます。
３　frugiya　(表現と交流の場としての三田の家／ふるぎカフェ)
企画概要
三田の家で定期的に「古着屋」を開店することで、人の流れを作り出し、交流の場を作ります。「古着屋」とはある意味シンボリックな用法です。若者が集う場所にはセカンドハンドを扱う商店が必ずと言っていいほどあります。三田にはそれがありません（かつて数軒あった古本屋も一軒）、若者が留まれないのです。古着屋といっても、単に古着という商品を扱うだけではなく、高円寺などのメッカをみても、それは店側の自己表現でもあります。そこで学生を中心にした若者の表現の場として「古着屋frugiya」を開店します。古いもの一般、自主制作作品などの展示即売（ただし交換システムは多様にする）を行う場所を学生たち自らが運営して、三田の地域に組み込むことで、さまざまな交流関係を形成できると考えます。さらに、扱う品物に統一感と所属をあたえるため「三田の家＋」というブランド名を立ち上げます。
開催概要
会場
三田の家
日程
2008年6月13日（金）より不定期に開催　

内容
学生による表現活動の場として三田の家を運営します。現在、岡原研究会の他、文学部と経済学部の学生が一名づつ企画運営委員となっています。また戸板女子短大で服飾デザインを学ぶ学生との協同も計画中です。古着の交換からはじめ、学生たちが自分たちで制作する様々な物品を扱う予定です。同時に、カフェとしての機能をもたせて、日中でも、三田の家にさまざまな人が出入りして交流する場にします。 
４　講演会の企画実施
1 NPOノワールとの共同企画「森山風歩の風歩ごと」

会場
　東京都障害者福祉会館（港区三田）
日程
　2008年７月21日（月祝日）　
　　講演者　森山風歩（作家）

　　 参加者  80名
内容
　NPOノワールとは障害とセクシュアリティを活動テーマにする団体であり、岡原研究会とは2003年にゼミでコンドームのパッケージをデザインして販売したプロジェクト以来の付き合いとなる。ノワール理事の熊篠さんを主人公にしたドキュメンタリー映像の制作や新宿にあるイベントハウスでの共同の企画を実施している。今回は、重度の障害をもちながら作家活動や写真集の公刊をしている森山風歩さんを呼んで、生きること、女であること、などをテーマにしてトークショー形式で行いました。
2 現代社会論受講者向け企画「ドキュメンタリー作家梅若ソラヤ講演—撮られるものと撮るものの関係」

会場
三田の家
講演者　梅若ソラヤ

参加者　３０名

日程
　2008年6月13日（金）　

内容
梅若ソラヤさんは、プリンストン大学（比較政治学専攻）２００６年卒業 、監督・ドキュメンタリーフィルム製作・編集者として活躍、代表作として 「ベールを脱いだアフガニスタン」 「聞こえなくなった声」 「ストリート・ウィトネス」などがあります。映像制作における人間関係のありかたを中心に、「撮られる者と撮る者の関係」というタイトルで講演して頂きますした。手軽にビデオカメラを使用できる環境で、いかに他者にレンズを向けることができるのかを、参加者と一緒に、現代社会の問題をふくめて考えました。現代社会論受講者による映像制作活動の一環としても位置づけられます。

梅若さんの自己紹介に続き、彼女の作品『ストリート・ウィトネス』を上演。その後、この作品に描かれた内容や、ドキュメンタリー制作一般について、活発な質疑がなされました。その後、タイ料理をメインにしてランチパーティを開催しました。

3 日本文理学院との共同企画「ようこそミンダナオ島こども図書館へ」

会場
　三田の家
講演者　松居友、松居陽

参加者　学生２０名　日本文理学院の職員２名、NPOオーバーシーフレンドリーサポート職員３名
日程
2008年１０月１７日（金）　

内容
　日本文理学院は渋谷にあるサポート校であり、岡原研究会の実施するワークショップに学院の生徒が参加したり、来年度には学院にて研究会主催のイベントが予定されていたりする。今回は、フィリピンミンダナオ島で主に子供たちを対象にして活動する松居親子をお呼びして、内戦、貧困、難民という社会状況にある、ミンダナオ島における子供たちの生活についてお話しいただいた。この企画は日本文理学院高等部の国際理解授業の一環でもあり、その運営にあたっては、岡原の指導で通信教育部にて卒論に取り組み、また三田の家の会員でもある梅木桂子さんのご尽力に負うところが大きい。松居友さんは、福音館書店の創立者を父にもち、みずから福武書店で編集者だった。その松居友さんがミンダナオ島の子供たちに救われ、その体験から、NPOミンダナオ子供図書館を設立する経緯についてお話をいただいた。ご子息の陽さんも父親の活動をサポートしており、講演会では自作の映像作品を見せて頂いた。講演会の後は、懇親会を開き、参加者全員より熱心な感想が話された。

５　ヒヨシエイジ「感情Tシャツワークショップ」

イベント　　 ヒヨシエイジ２００８
会場
日吉キャンパス来往舎前
日程
2008年10月4日（土）　
参加者　　参加ゼミ学生20人、ワークショップ参加者６０名
概要　　　ヒヨシエイジは岡原研究会のメンバーだった井口琢磨君の発案により2003年度より開始された日吉キャンパスと日吉地域との連携イベントであり、岡原研究会では2004年よりTシャツへのフリーペイントをベースにしたワークショップを毎回ヒヨシエイジで行っている。感情Tシャツワークショップにはルールもなく、ただ好きなようにドローイングする。過去二回は日吉台小学校で行われ、今回はヒヨシエイジ会場での三回目のワークショップ実施となった。
６　三田の家KYK（準備中）

企画概要
三田の家に集う塾の学生は通学部とは限りません。もしろ三田の家にメンバー登録をしている学生としては通信教育課程のひとたちが多くいます。そこでこれらの通信生のメンバーをコアにして定期的にイベント（研究会、講演会、交流会など）を行い、相互の交流のみならず、通信生ゆえにもつだろう広い人間関係をいろいろと交差させて組み合わせ、新たなネットワークへと誘うことを目標にします。日頃、自宅での学習を基本として、三田などへの集いを持たない通信生にとっては、非常に重要な学習的な効果が期待されますし、塾における交友関係をつくる機会にもなります、と同時に、通信生のもつ社会的な能力を、たとえば通学の若い学生たちに伝える場ともなるでしょう。通信教育部でおもに地域ごとに結成される学生団体を「慶友会」と呼びます。それに倣い「三田の家KYK」と名付けます。
７　上映DVDのタイトル一覧
1 カルチュラルタイフーン２００３年（早稲田）、２００６年（下北沢）、２００８年（仙台）

2 ヒヨシエイジ２００５年（日吉台小学校）

3 みたでカンタービレ２００７年

4 NPOノワールとの共同企画２００５年、２００６年、２００７年
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